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副
町
長
は
、
合
併
後
、
町
の

中
で
一
番
遠
隔
地
に
あ
る
鈴
、
市

野
瀬
で
三
カ
月
程
宿
泊
し
通
勤
し

た
ら
、
そ
こ
で
生
き
る
苦
労
を
理

解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

自
治
法
１
６
７
条
に
長
の
命
を

受
け
て
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務

を
監
督
す
る
の
が
、
副
町
長
の
役

目
。
地
域
を
熟
知
せ
よ
と
い
う
の

で
は
あ
れ
ば
自
分
が
佐
賀
地
区
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
両
者

で
機
会
を
作
り
た
い
。

　
　

自
動
車
道
等
建
設
に
町
行
政

は
、
地
権
者
と
国
の
間
へ
入
り
調

整
を
す
る
か
問
う
。

　

地
域
で
問
題
等
が
あ
れ
ば
調
整

に
入
っ
て
い
く
し
、
町
を
挙
げ
て

要
望
も
し
て
い
く
。

　
　

若
者
が
生
活
で
き
る
地
方
創

生
事
業
か
。

　

若
者
が
希
望
ど
お
り
結
婚
し
、

子
ど
も
が
持
て
、
経
済
的
安
定
を

図
り
、子
育
て
の
負
担
軽
減
な
ど
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
西 

町
長

大
西 

町
長

　
　

要
支
援
、
要
介
護
等
の
見
直

し
を
問
う
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
大
幅
に
改
正

さ
れ
、
要
支
援
１
、
２
の
方
の
通

所
介
護
、
訪
問
介
護
が
、
介
護
給

付
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
地
域
支
援

事
業
へ
移
行
さ
れ
る
。

　
　

地
域
の
利
便
性
と
企
業
誘
致

の
条
件
整
備
、
佐
賀
地
域
の
避
難

道
と
し
て
国
道
56
号
へ
の
連
絡
道

が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
、
大
方

北
部
は
道
が
悪
い
の
で
、
自
専
道

の
レ
ベ
ル
バ
ン
ク（
残
土
処
理
場
）

を
誘
致
し
整
備
を
図
れ
な
い
か
。

　

県
道
、
市
野
々
川
か
ら
打
井
川

間
、
蜷
川
か
ら
三
又
間
の
整
備
も

急
が
れ
る
し
、
河
川
土
砂
の
処
理

場
も
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

地
震
災
害
の
緊
急
輸
送
、
住
民

の
避
難
、
定
住
条
件
、
地
域
創
生

の
観
点
か
ら
何
ら
か
の
接
続
道
が

必
要
と
考
え
、
国
交
省
と
協
議
す

る
。

ま
た
、
レ
ベ
ル
バ
ン
ク
に
つ
い
て

も
全
力
で
取
り
組
む
。

　

県
道
の
整
備
も
強
く
要
望
す

る
。
ま
た
、
残
土
処
理
場
の
確
保

に
向
け
対
策
を
講
じ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

※

町
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

矢野　昭三  議員
やの しょうぞう

武
政 

総
務
課
長
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長
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長


